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令和５年第１回北海道議会定例会 予算特別委員会（保健福祉部所管） 開催状況

開催年月日 令和５年３月１日（水）

質 問 者 民 主 ・ 道 民 連 合 広田 まゆみ 委員

答 弁 者 少 子 高 齢 化 対 策 監 鈴木 一博

子ども未来推進局長 竹澤 孝夫

子ども子育て支援課長 菊谷 克己

質 問 内 容 答 弁 内 容

一 こども基本法を契機とした自然保育制度の検討

などについて

（一）こども基本法の意義などについて 【子ども子育て支援課長】

私は、こども基本法が求めているのは、従来型の 子どもの権利についてでございますがが、こども

子育て支援の量的な拡充のみではなく、子どもの目 基本法では、全ての子どもに対する権利の擁護や教

線に立った子育て環境の整備であると私自身は受け 育機会の平等、養育環境の確保などが掲げられてお

止めております。 りますことから、子どもたちが健やかに成長できる

自然保育制度に関し、知事からは、令和４年第１ 環境づくりに向け、施策を総合的に推進していかな

回定例会で、自然環境を活かした保育は大変重要で ければならないものと認識をしております。

あるとの認識はいただいております。例えば、自然 道では、これまで、少子化対策推進条例を制定し、

保育制度を導入している先進県や道内自治体の現場 子どもの権利及び利益を尊重していくことを掲げ、

の状況などをみると、子どもたちが、年齢を超えて 意見表明機会の確保や審議会への中高生の参画、各

群れながら、大人に与えられた遊びではなく、遊び 種施策に関する大学生との意見交換の実施など各般

を自ら遊びこむ場が保障されることによって、子ど の取組を進めてきたところでございます。

もたちの成長や自己信頼感、自己効力感、あるいは 現在、国では、子どもの意見反映の在り方や新た

地域とのつながりが増していることの効果は明らか なこども大綱策定に向けた検討が進められているこ

であり、こども基本法の求める理念と合致するもの とから、道としては、こうした議論も踏まえ、これ

と私は考えます。 までの取組手法の点検や見直しを行い、子どもの権

また、こども基本法の意義は、権利擁護の対策が 利や最善の利益が確保されるよう取組の充実を図っ

される客体としての存在から、権利の主体として位 てまいります。

置付けられるべきであることが重要なコンセプトで

あると認識をしております。道としては、国の機構

や予算措置の動向以前に、まず、こども基本法施行

の意義を、北海道の子どもたちの未来のためにどの

ように捉えているのか、伺います。

その上で、私は、現行の少子化対策条例について

も、抜本的に見直すべきと考えますが、現時点での

道の見解を伺います。

再－（一） 【子ども未来推進局長】

取組手法の点検や見直しをするとのことですが、 子どもの権利に関する取組についてでございます

こども基本法施行目前の今に至って、子どもの権利、が、現行条例でも、基本理念に子どもの権利及び利

利益の尊重の事例として、少子化対策の枠内におけ 益を最大限に尊重することを掲げておりまして、審

る中高生や大学生の意見を聞いたという事例を挙げ 議会等への子どもの参画のほか、一時保護所におけ

られました。この事例をここで挙げられてしまうこ る権利ノートを活用した意見表明機会の確保やケア

と自体が、少子化対策推進条例の限界を露呈してい リーバーからの意見聴取など、関連する取組を進め

るのではないかと私は考えます。 てきているところでございます。

こども基本法が求めるものは、道の施策全般に関 国では、こども基本法を踏まえ、政策の決定過程

する子どもや若者の参画の保障であり、子どもの視 に子どもの意見を反映させる取組の在り方をはじ

点も踏まえた道政の検証でもあると私は認識してお め、子ども施策に関する基本方針や重要事項等を定

ります。 める新たなこども大綱策定に向け、検討を進めてい

総合政策部、総務部などにも対応方向を質問させ るところであり、道といたしましては、こうした国

ていただく予定ですが、現時点で、少子化対策推進 の動向も注視し、これまでの取組内容の点検や見直

条例の抜本的な見直しの必要生の認識がないという しを行いながら、条例で規定している子どもが自ら

ことは大変危惧するところであります。再度見解を の意見を表明する権利を行使することでき、子ども

伺います。 の意見が適切に社会に反映される環境整備に向けて

取組を進めてまいります。
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質 問 内 容 答 弁 内 容

【知事総括】

少子化対策に関して「どうしたら子どもが育てら

れるか」、「どうしたら結婚できるか」など意見表明

したことを権利として捉えている状況が、限界であ

ると申し上げております。今のままで全庁的な議論

を進めることは足かせにもなりかねませんので、こ

の少子化対策推進条例の見直しに関しては、知事に

も伺いたいと思います。

（二）自然保育制度の検討について 【子ども子育て支援課長】

この間、森のようちえん、自然保育などについて 自然環境を活かした保育についてでございます

再三に渡り議論をしてまいりました。NPO 法人森の が、道内の保育所におきましては、国の保育指針が

ようちえんネットワークによりますと、森のようち 示す健康な心と体、協同性、自然との関わりや生命

えんの定義は大変幅広く、そして「森」は、いわゆ の尊重などの幼児期の終わりまでに育ってほしい保

る森だけではなく、海や川、そして野山、都市公園 育目標に向かって、それぞれの施設規模や地域事情

など幅広いフィールドを指しますし、「ようちえん」を踏まえた特色ある保育に取り組んでいるところで

はいわゆる完全の幼稚園だけではなく、保育園、託 ございます。

児所、学童保育、自主保育、自然学校、育児サーク こうした自然保育の取組について、保育団体とも

ル、子育てサロン、ひろばなどが含まれます。そこ 意見交換を行い、事業者がそれぞれの特色をもって

に集う子どもたちの幅広い自然体験活動を指しま 保育を実践すべきとの意見や自然と触れ合う体験を

す。 実践する際の環境整備や見守り体制など先進事例の

こども基本法施行を契機として、私自身は既に道 情報提供が必要とのご意見も伺ったところでござい

内に多様な形である森のようちえんや自然保育の制 ます。

度化についての検討を進めるべきと考えます。先日 道といたしましては、それぞれの保育所が、本道

の議会のご答弁では、保育関係者との意見交換をす の豊かな自然の中で、創意工夫をこらしながらサー

るとのことでしたが、状況はどのようになっている ビスを提供していくことが重要であると認識をして

のか伺います。また、既にそれぞれの施設の規模や おりまして、今後とも、自然を活かした保育の選択

地域事情などを踏まえて、自然環境を活かした子ど 肢が広がるよう、道内や各県の先進事例について、

もの居場所づくり、保育に取り組んでいる事業所を 保育関係者に対し、積極的に情報提供してまいりま

はじめ、あらゆる形態の森や自然を活用した子ども す。

の居場所づくりについて、認証制度や支援制度につ

いて検討すべきと考えますが、見解を伺います。

（三）庁内検討について 【少子高齢化対策監】

自然保育の場ということだけでなく、幅広い北海 子ども政策に関する庁内検討についてであります

道らしい子育て環境の在り方を議論する場が必要だ が、今後の子ども政策を進めるに当たりましては、

とずっと申し上げてまいりました。こども基本法に 子どもたちの年齢や発達の過程に応じ、あらゆる環

基づいて、これまでの厚労とか文科とか、官か民か 境を視野に入れながら、その権利を保障し、制度や

などの縦割りを越えて、協議の場の在り方なども含 年齢の壁を越えた切れ目のない包括的な支援を展開

めて、北海道の子育て環境の在り方についての検討 することが重要と認識をいたしております。

が開始されるべきものと考えますが、庁内検討の場 道としましては、こども基本法の趣旨も踏まえな

の在り方について、どのように検討すべきと考える がら、子どもや子育て当事者の参画とその視点に立

のか伺います。 った政策の企画立案、市町村をはじめ、民間企業や

NPO など多様な主体との協働・連携、福祉・教育部

局間の更なる連携強化を基本的な視点として、関連

計画の統合や児童福祉に関する審議会機能の強化な

ど、業務の見直しや重点化について検討を行います

とともに、関係各部で構成する人口減少問題対策本

部少子化対策推進部会を活用しながら、現状の課題

や国の新たな対策への対応について協議し、子ども

や子育て家庭が抱える様々な課題の解決に向けて、

効率的、効果的に関連施策を推進していけるよう検

討を進めてまいります。

【知事総括】

庁内検討の在り方についても、頑なに少子化対策
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質 問 内 容 答 弁 内 容

推進部会を活用するとのご答弁でしたけども、これ

は本当に保福で頭をとってやれるのですか。

庁内検討の所管のあり方、それと北海道らしい子

育て環境を考える視点として、私は森や自然を活か

した自然保育の視点は欠かせないと考えますので、

庁内検討の在り方や視点についても知事に伺いま

す。


